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豚流行性下痢の防疫措置の再徹底について 

現在、本病は一部の県で散発的に発生が認められており、特にこの数
週間は複数の県で発生が認められております。過去2年間においては、
気温の低下する時期に本病の発生が増加しておりますので、再度、飼
養衛生管理の遵守やワクチン接種及び早期通報の徹底等の対策をお願
いします。 

 
飼養衛生管理基準を遵守して発生予防・早期発見に努めてください。 
特に、衛生管理区域に必要のない人を立ち入らせないようにする 
ことや、畜舎出入口での消毒、衣服の更衣の徹底等のウイルス侵入防
止が発生予防に重要となります。 

飼養衛生管理の遵守 

ＰＥＤの予防にはワクチンが有効です。使用の際はワクチンの用法・ 
用量をしっかりと確認し、母豚の健康管理、衛生的な飼養環境等に 
留意して、適切に使用してください。 

適切なワクチン接種 

PEDに感染した豚は、症状が消失したと思われる場合でもしばらくの
期間はウイルスの排出があることが報告されています。 
豚の導入の際は、導入豚の隔離や導入豚の飼養管理者の専従化等の侵
入防止対策と農場内の感染拡大防止対策に努めてください。 

農場間の豚の移動について 

獣医師又は管轄の家畜保健衛生所への通報が遅れて被害が拡大した 
事例が全国で確認されています。 
本病を疑う症状を確認した場合は、かかりつけの獣医師又は家畜保健
衛生所への早期通報を徹底してください。 

早期通報の徹底 

  家畜保健衛生所たより 
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